
○　本校の概要 令和8年2月20日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

Ｄ
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４．「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」という
質問について「できる」
「まあまあできる」と回
答した児童が９０％以
上

３．「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」という
質問について「できる」
「まあまあできる」と回
答した児童が８０％以
上

２．「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」という
質問について「できる」
「まあまあできる」と回
答した児童が７０％以
上

１．「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」という
質問について「できる」
「まあまあできる」と回
答した児童が７０％未
満

４：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と回答した児童
の割合が９0％以上

３：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と回答した児童
の割合が８0％以上

２：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と回答した児童
の割合が７0％以上

１：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と回答した児童
の割合が７0％未満
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標
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予
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困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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標
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す
る
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ま
す

・授業参観でも、上手にタブレットを使って発表でき
ていた。

・成果を他校へ発表することができたとあるが、具
体的に知りたい。

・創造力などの様々な力の育成が図られていると
感じる。

・積極的に取り組む姿勢がよいので、これからも続
けてほしい。

・タブレット端末で情報を収集して自分の考えをま
とめ、発表することができると回答した児童の比率
が昨年度よりアップしていることは先生方の成果と
して現れている。引き続きのご指導をお願いしま
す。

・タブレット端末の肯定的な回答が多く、情報技術
を適切に活用した授業の実施がされており、着実
な情報活用能力の育成が図られていることがうか
がえる。

・児童は穏やかで優しく、正しい言葉で話をする児
童が多い。4でもおかしくないと感じる。

・ESDを日常の活動に取り入れて行くのは今後の
大きな課題だと思う。

・取り組みを醸成してほしい。

・これからの社会を担って世界に羽ばたいていく人
たちを育ててほしい。

・外国人との接点を増やすことで英語力やコミュニ
ケーション能力の向上については、昨年よりアップ
していて成果を感じる。

・「正しい言葉遣いで、自分の気持ちを伝える」とい
うことは、生活を送るうえではいつまでも重要なこと
であるため、その大切さについて継続した指導をお
願いしたい。

・授業参観で楽しく学んでいる様子を参観した。

・落ち着かない児童もいたが、優しく声をかけ、授
業もよいムードで進んでいた。

・学芸会でのそれぞれの学年の発表は見事だっ
た。

・学校生活が楽しいということはとても良いことで
す。

・ウェルビーイングの向上を感じる。

・昨年度に引き続き、多くの児童が「友達と学習し
たり遊んだりすることが楽しい」とこたえていること
から、児童の健やかな学校生活を送っているという
ことと共に、それがウェルビーイングの向上につな
がっていることがうかがえる。

４．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が９０％
以上

３．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が８０％
以上

２．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が７０％
以上

１．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が７０％
未満
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各教科や５・６年生については「おお
たの未来づくり」において、STEAM教
育の学びを推進し、課題解決力を育
てるよう指導の工夫をした。

大田区教育委員会教育研究推進校
として「ウェルビーイングを高めるこど
もの育成」を目指し、教育活動や教科
指導において、自己肯定感、自己実
現、協働性、利他性を高めるよう研究
を深め、その成果を他校へ啓発する
ことができた。

「タブレット端末で、情報を収集して、
自分の考えをまとめ、発表することが
できる」と肯定的な回答をした児童は
９３％であり、日頃の授業でのタブ
レット端末の活用が生かされている。

授業における外国語・外国語活動の
他、留学生交流会、ボニファンテス少
年合唱団との交流などを行い、楽し
みながらコミュニケーション能力の育
成を図った。

「正しい言葉遣いで自分の気持ちを
伝えようとしている」と肯定的回答した
児童は８８％であった。日常の教育活
動の様々な場面で指導してることで
あり、今後も自分の気持ちを伝えるこ
との大切さについては、継続して指導
していく。

本校では、持続可能な社会のための
教育（ESD）を平成２８年度から継続し
て実施しており、SDGｓ委員会では、
児童自身が考えた取組を啓発してい
る。教員の取組への意識に差がある
ため、学校全体での取組を推進して
いく。

3

「友達と学習したり、遊んだりすること
が楽しい」と回答した児童は９４％で
あった。ウェルビーイングの向上に向
け、授業づくりや行事が充実するよう
工夫した。特に学芸会においては、保
護者の皆様の御協力をいただき、一
人一人が活躍でき、自己肯定感を高
めることができた。

校舎改築により、校庭のスペースに
は限りがあるが、休み時間、体育の
時間など効果的に活用することがで
きている。体力向上を目指し、コオー
ディネーショントレーニングを取り入れ
たり、なわとび週間、マラソン週間な
どを実施した。

円滑な保幼小の連携のために、保育
園児の校内見学を行い、小中一貫教
育では、授業の交流など計画的に実
施している。

4

２：

１：

４：

成果
評価

令和７年度　大田区立赤松小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数（全３３３名、12学級）、教員数（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭７名、教諭６名、主任養護教諭１名、講師７名ほか）
・令和７年度　子どもの「生きる力」を育むプログラム～大田区における特色ある教育の推進～事業実施校を受け、「未来に向けてともに学び　地域とともに歩む赤松小学校～ウェルビーイングの実現を目指して～」をとして教育活動を実施する。
・令和６・７年度　大田区教育委員会研究指定校「ウェルビーイングを高めるこどもの育成　〜自己肯定感と自己実現，協働性と利他性の向上を目指した指導の工夫〜」を研究主題とし、研究を推進する。
・校内研究において長年にわたりESD（持続発展可能な社会のための教育）に取り組み、平成25年にユネスコスクールの認定を受けている。本校のこれまで研究を生かし、大田区独自教科「おおたの未来づくり」の新設に向けた研究を推進する。
・学校支援地域本部「スクールサポートあかまつ」の地域力を活かし、洗足池を中心とした地域学習、異学年の交流を重視した「なかよし班」活動、金管バンドの演奏、低学年を中心としたモルモットの飼育等の特色ある教育活動を推進している。
・令和２年度より校舎改築工事に着手。令和５年１２月　赤松放課後ひろば・千束特別出張所・地域包括支援センターを含む複合施設となった。令和９年７月竣工予定。

2

学校関係者記入欄
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Ｃ 1

３：

目標に対する成果指標

7

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ
④持続可能な社会のための教育（ESD）を
日常の教育活動の中で取り入れている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

3

2

4

⑤一人ひとりのよさを認め、能力が発揮で
きるよう指導の工夫をしている。

4

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④創造的な資質・能力を育てるよう指導の
工夫をする。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

4

３：

4

２：

１：



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答
した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「取り組んでいる」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「取り組んでいる」と回答した。

２：60％以上80％未満が「取り組んでいる」と回答した。
１：「取り組んでいる」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

校舎改築Ⅰ期工事の完成により、安
心・安全な学習環境が整備できた。限
られた広さではあるが仮校庭ができ
たことで、体育ができ、休み時間に遊
ぶことができるスペースがあり、児童
にとってよい環境となった。また、広い
体育館を活用し、体育の授業で十分
に活用でき、集会、行事など効果的
に活用ができている。

避難訓練は、臨場感ある想定て行
い、計画的に実施できた。様々な災
害が想定されるので、今後も毎月の
避難訓練において様々な想定を考
え、実施していく。

「ICT環境を十分に活用した教育活動
を工夫している」という取組内容にお
いて100％の教員が肯定的な回答を
している。今後もICTの活用を工夫し
ていく。

4

・更なる生育環境の充実に努めて頂きたいと思う。

・まだ仮の校庭ですので、上級生と下級生の事故
にもご注意していただきたい。

・避難訓練の児童の姿勢を見ると計画的に避難訓
練を実施していることの効果がうかがえる。継続的
かつ計画的な避難訓練の実施をお願いしたい。

　

・教員の長時間労働の対策など、働き方改革が急
務となっている。文科省の指針を基に、教育委員
会として今年度中の策定が求められるとうかがっ
ているが、各学校各校長の意見が十分に反映され
るよう働きかけが必要と感じる。

・教職員のウェルビーイング向上が児童に伝わりま
すので、引き続き１００％を目指していただきたい。

・継続して教員自身が「ライフワークバランスを考え
て働き方改革に取り組んでいる」と回答しているこ
とは重要であると考えられる。引き続き心身の健康
にご留意いただきたいと思う。

教員は研修に参加することや教材研
究を行うことで、授業力を高めるよう
努力をした。特に今年度は、児童の
ウェルビーイングの向上を目指した
授業づくりの研究を深めた。学校公開
における保護者アンケートにおいて
「こどもたちによって分かりやすい授
業をしていた」という設問に高い評価
を得られることができた。

教職員は、ライフワークバランスを考
え、教職員自身のウェルビーイング
が高まるよう努力している。その結
果、良好な人間関係が構築され、児
童が安心して学校生活が過すことが
できる環境となっている。

4

・なかなか難しい問題と感じる。

・個性を伸ばしながら問題と向き合っていただきた
い。

・いじめ防止対策委員会の定期的な開催や児童へ
のアンケートなどを通じて、いじめの未然防止や早
期発見、早期対応に努めていることは重要と考え
る。

毎月のいじめ防止対策委員会の開催
や学期に１回の児童へのいじめアン
ケートにより、いじめの未然防止や早
期発見、早期対応に努めた。

朝会での校長講話、学級指導、授業
中での話の中で、自分らしく一人一人
のよさを伸ばすよう児童へ話をしてい
る。課題が生じた際には、教職員は、
一人一人の児童の気持ちに寄り添
い、丁寧な対応をするよう心がけた。

3

Ｂ 1

１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 9

④コミュニティースクールとして地域と学校
との連歴を図っている。

Ｂ

Ｄ

４：保護者による学校公
開アンケートにおいて、
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が9０％以
上

３：保護者による学校公
開アンケートにおいて
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が８0％以
上

２：保護者による学校公
開アンケートにおいて、
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が７０％以
上

１：保護者による学校公
開アンケートにおいて、
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が７０％未
満

２：

１：

４：「自分にはよいとろ
が」とある」と回答した
児童の割合が９0％以
上

３：「自分にはよいとろ
が」とある」と回答した
児童の割合が８0％以
上

２：自分にはよいとろ
が」とある」と回答した
児童の割合が７0％以
上

１：「自分にはよいとろ
が」とある」と回答した
児童の割合が７0％未
満

４：

１：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

４：

４：保護者によるアン
ケートにおいて、「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が9
０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が８
0％以上

２：保護者による「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が７
０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が７
０％未満

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

３：

３：

４：

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

3

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

Ａ 9

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④ライフワークバランスを考え働き方改革
に取り組んでいる。

③ICT環境を十分に活用した教育活動を
工夫している。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

④一人一人の児童の気持ちに寄り添い、
課題について丁寧な対応をするよう心が
けている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

4

4

4

3

Ｂ 2

４：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が9
０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が８
0％以上

２：保護者による「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が７
０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が７
０％未満

生活科・理科・社会科・総合的な学習
の時間などにおいて、洗足池公園や
洗足池図書館、複合施設となった千
束特別出張所、地域包括支援セン
ター、赤松児童館、また地域の店舗
などを学習の中で活用し、地域の特
色を生かした学習を実施することが
できた。

コミュニティースクールとなったこと
で、より一層、地域との連携を深める
ことだできるようになった。拡大学校
運営協議会では、学校運営協議会委
員の皆様と教職員と熟議をしたり、
「おおたの未来づくり」の一貫として、
５年児童が熟議をしたことで、児童も
教職員も地域について愛着をもち、
千束地区をよりよくしていくことについ
て考えることができた。

ホームページにより、日常の教育活
動の様子を紹介した。保護者への情
報の発信については「保護者連絡
ツールtetoru」の活用により、迅速に
学校からの文書を配信することがで
きるようになった。今後もより効果的
に活用していく。

Ｄ

Ｃ 1

Ｃ 1

4

4
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Ｂ 1
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4
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